
▲府中の森市民聖苑

▲府中公園にて

稲
津　

憲
護
議
員　

市
が
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
産
業
・
工
業
政
策

に
対
し
て
は
、
一
定
の
評
価
が
で

き
る
。
し
か
し
、
産
業
構
造
が
変

化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
今
後
の
長

期
的
視
野
に
立
っ
た
産
業
政
策
を

考
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

創
出
は
、
地
域
雇
用
の
創
出
に
も

つ
な
が
る
と
思
う
が
、
今
後
の
産

業
政
策
と
地
域
雇
用
の
創
出
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
展
望
を
持
っ

て
い
る
か
聞
き
た
い
。
ま
た
、
全

体
的
な
雇
用
創
出
支
援
と
い
う
位

置
付
け
で
、
都
の
府
中
授
産
場
の

跡
地
利
用
を
考
え
る
べ
き
と
思
う

が
、
今
後
の
在
り
方
は
ど
う
か
。

市
長　

市
内
に
蓄
積
さ
れ
た
高
度

の
先
端
技
術
を
更
に
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
府
中
ま
ち
づ
く
り
ブ

ラ
ン
ド
創
造
の
支
援
等
、
新
た
な

発
想
に
よ
る
効
果
的
な
施
策
を
検

討
し
、
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
機

会
の
増
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

生
活
文
化
部
長　

府
中
授
産
場
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

商
工
会
議
所
や
関
係
機
関
と
協
議

し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

手
塚　

歳
久
議
員　

市
民
聖
苑
の

待
ち
日
数
の
短
縮
を
多
く
の
市
民

が
望
ん
で
い
る
。

　

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
利

用
希
望
者
が
ま
す
ま
す
多
く
な
り
、

待
ち
日
数
が
更
に
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
日
数
を
短
縮
す

る
た
め
、
式
場
を
増
や
す
か
、
他

の
場
所
に
、
分
館
を
建
て
る
考
え

が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

生
活
文
化
部
長　

敷
地
内
で
の
式

場
増
設
は
、
付
随
し
て
遺
族
控
室
、

ホ
ー
ル
な
ど
関
係
施
設
も
併
せ
て

整
備
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
通

夜
か
ら
告
別
式
、
火
葬
、
法
要
の

葬
儀
の
進
行
に
沿
っ
た
施
設
構
造

を
崩
す
こ
と
に
な
る
な
ど
、
機
能

等
の
観
点
か
ら
、
問
題
が
あ
る
。

　

ま
た
、
分
館
建
設
は
、
建
設
予

定
地
を
探
す
こ
と
と
な
り
、
大
変

難
し
い
。
今
後
と
も
、
待
ち
日
数

の
短
縮
に
向
け
、
努
め
て
い
き
た

い
。

　

南
武
線
新
駅
予
定
地
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
●

旧
武
蔵
府
中
税
務
署

跡
地
計
画
に
対
す
る
近
隣
住
民
の
声
に

つ
い
て

山
口　

雅
議
員　

近
年
、
市
内
で

は
大
手
開
発
業
者
に
よ
る
野
放
図

な
開
発
が
行
わ
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン

紛
争
が
起
き
て
い
る
が
、
市
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

市
長　

今
日
の
大
規
模
マ
ン
シ
ョ

ン
開
発
に
よ
る
紛
争
は
、
土
地
利

用
の
在
り
方
に
起
因
す
る
も
の
で
、

大
変
憂
慮
す
べ
き
問
題
と
考
え
る
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
市
の
土
地

利
用
方
針
や
周
辺
住
民
に
対
す
る

配
慮
な
ど
に
つ
い
て
、
土
地
所
有

者
な
ど
に
対
し
協
力
を
要
請
し
て

き
た
が
、
今
後
は
、
ま
ち
づ
く
り

条
例
な
ど
を
も
と
に
、
強
力
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

議
員　

こ
の
条
例
に
合
わ
せ
る
形

で
、
建
築
物
の
高
さ
制
限
な
ど
を

行
う
考
え
は
あ
る
か
。

都
市
建
設
部
長　

建
築
物
の
高
さ

制
限
を
す
る
こ
と
は
、
21
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
都
市
環
境
を
形
成
す

る
た
め
に
必
要
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
建
築
物
の
高
さ
制
限

を
定
め
る
高
度
地
区
の
指
定
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

府
中
駅
南
口
再
開
発
に
つ
い
て

目
黒　

重
夫
議
員　

市
は
、
住
基

ネ
ッ
ト
の
第
２
次
稼
働
で
、
住
民

票
の
写
し
の
広
域
交
付
、
転
入
転

出
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
、
第
１

次
稼
働
よ
り
は
利
便
性
が
増
し
、

更
に
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

利
用
す
れ
ば
、
他
の
目
的
に
も
使

え
、
一
層
便
利
に
な
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
今
後
、
こ
の
カ
ー
ド

で
、
個
人
情
報
が
扱
わ
れ
る
の
で
、

危
険
性
が
増
す
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
住
基
カ
ー
ド
の
多
目

的
利
用
を
、
ど
こ
ま
で
広
げ
て
い

く
考
え
か
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
危
険
性

が
広
が
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

生
活
文
化
部
長　

今
後
の
利
用
は
、

自
動
交
付
機
で
の
住
民
票
や
印
鑑

登
録
証
明
書
の
交
付
、
図
書
館
利

用
サ
ー
ビ
ス
等
が
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
カ
ー
ド
は
、
高

い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
持
つ
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
で
あ
り
、
利
用
拡
大
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
情
報

の
保
護
に
は
、
条
例
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
よ
り
厳
格
に
保

護
さ
れ
る
と
考
え
る
。

隆　

ミ
ワ
子
議
員　

赤
や
緑
が
混

じ
っ
た
特
定
の
範
囲
の
色
に
つ
い

て
、
差
を
感
じ
に
く
い
色
覚
特
性

を
持
っ
た
人
が
多
い
こ
と
は
、
余

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

印
刷
物
や
掲
示
物
等
の
色
で
伝

え
る
情
報
に
対
し
て
、
不
自
由
な

く
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

色
覚
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
普
及
さ

せ
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

に
色
覚
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
指
針
づ
く
り
が
必
須

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

ま
た
、
色
覚
特
性
を
持
つ
児
童

や
生
徒
が
見
や
す
い
、
朱
色
系
赤

色
の
チ
ョ
ー
ク
を
学
校
に
導
入
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

福
祉
保
健
部
長　

都
で
、
具
体
的

な
検
討
を
進
め
る
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
方
向
性
が
示
さ
れ
た
段
階

で
府
中
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
審

議
会
に
対
し
相
談
し
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

チ
ョ
ー
ク
な
ど

は
、
各
学
校
で
購
入
し
て
い
る
の

で
、
校
長
会
等
で
、
話
を
し
て
い

き
た
い
。

杉
村　

康
之
議
員　

市
は
最
近
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
男

女
平
等
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
と

い
う
も
の
は
本
質
的
に
違
う
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
市
の
認
識
を
聞

き
た
い
。

市
長　

本
市
で
は
、
以
前
、
男
女

差
別
が
な
い
と
い
う
意
味
で
使
用

し
て
い
た
が
、
今
日
、
こ
の
言
葉

が
特
別
な
意
味
を
持
つ
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

生
活
文
化
部
長　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ

リ
ー
は
、
男
女
平
等
と
は
異
な
っ

た
概
念
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

議
員　

男
女
の
違
い
を
認
め
た
上

で
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
協
力
す

る
こ
と
を
教
え
る
こ
と
が
真
の
男

女
平
等
教
育
と
思
う
が
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長　

男
女
平
等
教
育

で
は
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
平
等
な

権
利
を
有
し
、
性
に
よ
る
違
い
を

理
解
し
た
上
で
互
い
に
尊
敬
し
合

う
と
い
う
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
︱
寄
付
金
を
集
め
や

す
く
す
る
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
︱

●

道
徳
教
育
︱
﹁
自
由
に
は
責
任
を
伴

う
﹂
と
い
う
こ
と
を
ど
う
や
っ
て
教
え

て
い
る
か
︱

他

他

前
川　

浩
子
議
員　

国
は
、
少
子

化
問
題
を
緊
急
課
題
と
し
、
次
世

代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
等
を

制
定
し
た
。

　

こ
の
法
で
は
、

自
治
体
と
従
業

員
３
０
１
名
以

上
の
企
業
は
次

世
代
育
成
支
援

対
策
行
動
計
画

を
策
定
す
る
と

し
て
い
る
。
こ

の
計
画
で
は
、

国
連
の
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条

約
の
精
神
を
盛
り
込
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
市
は
こ
の
条
約
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
、
こ
の
計
画
を

策
定
す
る
か
聞
き
た
い
。

子
育
て
支
援
本
部
長　

国
が
示
し

て
い
る
策
定
指
針
の
中
に
、
権
利

条
約
を
受
け
て
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
の
視
点
と
い
う
項
目
が
あ
り
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
に

お
い
て
は
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
第

一
に
考
え
、
子
ど
も
の
利
益
が
最

大
限
に
尊
重
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
が
必
要
と
あ
る
。

　

本
市
の
行
動
計
画
策
定
に
当
た

っ
て
も
、
こ
う
し
た
視
点
を
明
確

に
位
置
付
け
、
よ
り
良
い
計
画
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

他
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市民聖苑の待ち日数

　 短縮していく考えは

待ち日数の問題解決に

　　今後とも、努めていく

「次世代育成支援対策行動計画」

児童の権利条約をどうとらえ策定するか

子どもの利益を最大限に尊重し

　　　よ り 良 い 計 画 に し た い

ジェンダーフリー

　　市 の 認 識 は

男 女 平 等 と は

　異なった概念と解釈している

市内大規模マンション開発

　建築物の高さ制限を行う考えは

高さ制限を定める高度地区の指定を

　　    検 討 し て い き た い

市
産
業
政
策
と
地
域
雇
用
の
創
出

　
　

今

後

の

展

望

は

新

た

な

発

想

で

　
　

効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
　

利

用

拡

大

に

伴

う

危

険

性

は

拡
大
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず

　
　

個
人
情
報
は
厳
格
に
保
護
さ
れ
る

色
覚
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
向
け
て　

　
　

そ

の

指

針

づ

く

り

は

都
の
動
向
を
み
て

﹁
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
﹂
に
相
談
し
て
い
く


